
射水市小杉駅周辺地区まちづくり基本構想（素案）に関する 

パブリック・コメントの実施結果について 

 

 

１ 実施期間 

  令和３年２月 1日(月)から２月１６日(火)まで 

 

２ 閲覧を行った書類 

  射水市小杉駅周辺地区まちづくり基本構想（素案） 

 

３ 書類の閲覧場所等 

 ⑴ 射水市ホームページ 

 ⑵ 窓口等での閲覧（６箇所） 

  ア 政策推進課 

  イ 各地区センター 

  ウ 中央図書館 

 

４ 寄せられたご意見等 

⑴  意見等の提出者数  10名 

⑵  意見の件数     24件 

 

５ ご意見等の提出方法 

    窓口          ２件 

  郵送              －件 

  ＦＡＸ             5件 

  電子メール          １7件 

 

６ ご意見等の概要・ご意見等に対する考え方 

  別紙のとおり  



射水市小杉駅周辺地区まちづくり基本構想（素案）に対する意見等の概要及び考え方 

 

NO. 案の対象箇所等 意見等の概要 意見等に対する考え方 修正 

1 第２章 小杉駅周辺

地区の現状と課題 

1本地区の現状 

(1)-④地区別人口密

度（P５） 

 本地区における地区別

人口密度(H27)の凡例の

配色は赤系ですが、赤色

は危険性を想像させるた

め、落ち着いた青系・緑系

配色にするほうが良い。 

一般的な配色の考え方とし

て、暖色と寒色を同一形状・

面積で表現した場合、暖色は

膨張、寒色は収縮のイメージ

を感じさせると言われてい

る。そのことから、密度の高

いものや数が多いものにつ

いては、メッシュマップを赤

色の濃淡で表現するケース

が多いため今回の配色とし

た。 

無 

2 第２章 小杉駅周辺

地区の現状と課題 

1本地区の現状 

(1)-⑦市全体の流出

入人口（P７） 

「高岡市・氷見市から比

較的多く流入している。」

という説明は基準が曖昧

である。 

「本市の通勤・通学者の移動

先、移動元ともに富山市、高

岡市に大きく依存している。

また、各市町村の対人口比で

見ると高岡市、氷見市から比

較的多く流入していること

がわかる。」に修正する。 

有 

3 第２章 小杉駅周辺

地区の現状と課題 

２市民等の意向 

(３)小杉駅活性化に

関する提言（P22） 

小杉まちづくり協議会の

概要及び位置づけ等の補

足説明が必要である。 

「小杉まちづくり協議会は、

小杉地区にある有形無形の

歴史的・文化的地域資源を活

用し、地域のにぎわい創出に

関する事業を行い、活気ある

地域づくりと、愛着を感じら

れるまちづくりに寄与する

ことを目的とする組織」を注

釈として追記する。 

有 

4 第２章 小杉駅周辺

地区の現状と課題 

３本地区の特性と課

題 (２)本地区のま

ち づ く り の 課 題

（P25） 

「まちの価値や魅力を高

め」という表現の「価値を

高める」とは何を意味し

ているのか。また、どのよ

うな結果を期待している

のか。 

まちの価値を高めるとは、商

業・交通・福祉・自然・学び

等の様々な面における充足

度を高めることにより、相対

的に同規模の都市よりも活

気があり、住みやすいと評価

されることと考える。また、

その結果として、まちのにぎ

無 



わい創出により地区内人口

の維持または増加を目指す

ものである。 

5 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針-1 まちづくり

の将来像（Ｐ２６、

Ｐ２７） 

今後さらに人口が減少

し、都市経営コストの圧

縮が予想されるため、ス

テーションエリアの機能

充実を最重要課題と位置

付けて取り組んでほし

い。 

まちづくり方針に掲げ取り

組んでいく。 

無 

６ 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」

（P28） 

「主な取組の一例」に記

載してある取組は抽象的

であり、具体的な取組へ

の記載とするべきであ

る。 

また、「イメージ例」は他

市の例ではなく、本取組

の将来像をイラストで表

現する方が良い。 

基本構想はまちの将来像と

その方針を示すものであり、

今後、関係者との連携を深め

ながら事業展開を図ること

としており、本構想では取組

例を挙げている。 

また、イメージ例については

イメージを持ちやすくする

ため、特徴がある他都市の取

組等の事例を示している。 

無 

７ 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」

（P28） 

室内運動施設の大規模整

備等、若者を惹きつける

要素が必要である。 

取組の一例として、参考にさ

せていただく。 

無 

8 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」

（P28） 

駅から学校までの間には

コンビニもなく、立ち寄

ることができるカフェも

ない。基本構想策定によ

り、この環境を変えてほ

しい。 

取組の一例として、参考にさ

せていただく。 

無 

９ 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

駅の多機能複合化が計画

されているが、用事がな

くても駅周辺に行きたく

駅を多機能複合化した場合、

大きな目的の一つと認識し

ている。 

無 



市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」

（P28） 

なるような施設になれば

良い。 

10 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」

（P28） 

リモート授業を受けた

り、空いた時間に友達と

おしゃべりしたり、そこ

で、小物や古着等のフリ

ーマーケットができた

り、キッチンカーやフー

ドデリバリー等の展開や

イベントもできるよう

な、多機能スペースを整

備してほしい。 

取組の一例として、参考にさ

せていただく。 

無 

11 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」-文

教ゾーンとしてのに

ぎわいの創出

（P31） 

県大生の半数以上は県外

出身であり、県内学生で

も通学が困難な学生はア

パートに入る傾向がある

ことから、空き家等を活

用してシェアハウスの様

な新しいコンセプトの協

働生活の場を整備するこ

とを提案する。また、学生

と地域の関係を結ぶ「世

話人」を確保することを

併せて提案する。 

学生で賑わう駅周辺エリア

を目指す取組の一例として、

参考にさせていただく。 

無 

12 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「１魅力ある都

市機能と人が集い行

き交うステーション

エリアの形成」

（P28） 

日常的に「まち歩き」した

くなる地域にするため、

市、有識者、商工団体、企

業、学生・住民等が参画す

る「小杉駅 1km圏まち歩

き市民会議（仮称）」のよ

うなネットワーク組織が

あれば良い。 

主体的にまちづくりに取り

組む組織の一例として、参考

にさせていただく。 

無 

13 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「２安全・快適

で住み続けたい市街

国外の個人旅行者の長期

滞在を図ることが重要で

あり、価格設定を抑えた

シェアロッジやユースホ

市街地環境の整備の一例と

して、参考にさせていただ

く。 

無 



地環境の整備」 

（P3２） 

テルのような機能を設け

た宿泊施設の整備を提案

する。 

14 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「２安全・快適

で住み続けたい市街

地環境の整備」-

「（2）安全・快適

な住環境の整備」

（P34） 

市洪水ハザードマップで

浸水区域に指定されてい

ることから、まちづくり

方針「２安全・快適で住み

続けたい市街地環境の整

備」に防災の観点の記載

が必要である。 

第 3章まちづくり方針２ 

（２）「安全・快適な住環境の

整備」中に、「災害に強いまち

づくりの推進」の項目を追加

する。 

有 

15 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「２安全・快適

で住み続けたい市街

地環境の整備」－

「(2)安全・快適な

住環境の整備」

（P34） 

空き家対策については、

他市の事例も参考にし

て、早急に詳細な空き家

の実態把握に努めてほし

い。 

５年に一度空き家実態把握

調査を実施しており、令和３

年度の実施を予定している。

空き家の現状把握に努め、対

処していく。 

無 

16 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「２安全・快適

で住み続けたい市街

地環境の整備」－

「(2)安全・快適な住

環境の整備」（P34） 

小杉駅から半径 1km 圏

内は、宅地造成を進めら

れるよう市街化区域を見

直すべきである。 

まずは、既存の市街化区域内

において人口を維持するた

めの施策を検討していく。 

無 

17 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「３まち・ひ

と・ものをつなぐシ

ームレスな交通ネッ

トワークの形成」-

「（１）交通ターミ

ナルの整備とネット

ワークの強化」

(P38) 

学生等の若い世代や子育

て世代が、日常の移動手

段として公共交通を利用

できるよう、検討を重ね

ていく必要がある。 

コミュニティバス路線の見

直し等、随時検討を重ねてい

く。 

無 



18 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「３まち・ひ

と・ものをつなぐシ

ームレスな交通ネッ

トワークの形成」-

「（１）交通ターミ

ナルの整備とネット

ワークの強化」

(P38) 

通学で学校のバスや公共

のバスを利用したいが、

時間が間に合わない場合

があり、徒歩で通学して

いる学生が多い。シェア

サイクルがあれば、利用

可能であり、休み時間に

も利用できる。バスの自

動運転化も含め、交通手

段の多様化を進めてほし

い。 

取組の一例として、参考にさ

せていただく。 

無 

19 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「４歴史・文

化・自然を継承する

まちづくり」

（P41） 

歴史や文化についてはま

ちづくりと切り離すべき

である、行政は最低限の

文化振興への貢献をし、

それ以外については民間

に任せるべきである。 

P52「４-(1)歴史・文化の継

承とまちなみの形成」の推進

体制における行政の役割は、

地域のサポートであると考

えており、基本的には地域住

民等が主体となってまちづ

くりに取り組むこととして

いる。 

無 

20 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「４歴史・文

化・自然を継承する

まちづくり」

（P41） 

観光船等の水上交通の検

討について、下条川は堀

が深く観光には適してい

ない。 

下条川の水辺を楽しむ多様

な手法を検討していく。 

無 

21 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「５ 「知」の

拠点とともに創る次

世代のまちづくり」

（P44） 

学生のまちづくりへの参

加にあたって、学生・非学

生ともに参加者が自分と

異なる属性の参加者を自

らの目的の手段としての

み取り扱わない協働の仕

方が重要である。 

学生が参加するまちづくり

の一例として、参考にさせて

いただく。 

無 

22 第３章 小杉駅周辺

地区の将来像と基本

方針「５ 「知」の

拠点とともに創る次

世代のまちづくり」

（P44） 

学生の活動の拠点となる

「まちなかサテライト・

キャンパス」の設置を提

案する。まちなかに拠点

を設けることで、学生と

地域住民との多くの接点

学生が参加するまちづくり

の一例として、参考にさせて

いただく。 

無 



を持たせることが、にぎ

わいづくりに重要であ

る。 

23 第４章 小杉駅周辺

地区の整備について 

１土地利用ゾーニン

グ 「ゾーニング及

びプロジェクト展開

イメージ図」（P48） 

イメージ図の凡例の表記

も色分けして記載すれ

ば、理解しやすいのでは

ないか。 

凡例の各項目に色分けした

マークを記載しており、理解

しやすいように表記してい

る。 

無 

24 第５章 基本構想の

推進に向けて-「1事

業手法」 

②実現可能なものから段

階的な事業展開を図ると

しているが、ステーショ

ンエリアを核として優先

して整備する等、事業計

画に優先順位をつける必

要がある。また、他の市町

村での成功例を参考にす

ることが大切である。 

構想の実現に向けた意見と

して、参考にさせていただ

く。 

無 

 


